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()-Scabronine G と Heronamide C 提唱構造の不斉全合成 
 





題の一つである．私は，特異な構造と生物活性を有する天然有機化合物 ()-scabronine G (1) および
heronamide C (2) に着目し，その効率的合成法を確立することを目指し全合成研究を行った． 
 
1. ()-Scabronine G (1) の不斉全合成 1 
()-Scabronine G (1) は 1998年に担子菌ケロウジより単離・構造決定されたジテルペンであり，核間位
に二つの不斉四級炭素を含む 5, 6, 7員環の縮環した特異な構造を有している．また，1は神経成長因子産
生促進作用を有することから，アルツハイマー病治療薬のリード化合物となることが期待されている． 
著者はまず，光学活性な α,β-不飽和エステル 3に対し分子内ダブルマイケル反応を行い，3環性化合物
4を高ジアステレオ選択的かつ高エナンチオ選択的 (99% ee) に得た (Scheme 1)．その後，C5位の立体
反転と 5, 6 員環上の炭素鎖の伸長を行うことでケトン 5 へ変換した．5 の C14-C17 位結合を酸化的に開
裂してアルデヒド 6に変換後，低温下Me2AlClを作用させると速やかに所望の反応が進行し，Prins環化
成績体 7が得られた．その後は 5工程の変換で ()-scabronine G (1) の全合成を達成した．  




2. Heronamide C 提唱構造 (2) の不斉全合成 2 
Heronamide C (2) は，2010年に放線菌より単離・構造決定された 20 員環マクロラクタム化合物である．
本化合物は 20 員環内に 15 個，側鎖に 4 個の sp2 炭素を含む高度に不飽和な構造を特徴としており，
HeLa細胞に対する顕著な液胞化誘導活性を有している． 
著者はまず，内部アルキン 8 と末端エンイン 9 を用いた還元的クロスカップリング反応を行い，トリ
エン 10を高立体選択的に得た (Scheme 2)．続いて 7工程の変換で C1-C11 フラグメントであるカルボン
酸 12 へ導いた．さらに，別途合成した C12-C27 フラグメントであるアミン 13 との縮合，分子内 Stille




Scheme 2. Total Synthesis of the Proposed Structure of Heronamide C (2) 
 
以上，私は，()-scabronine G (1) の新規合成法を確立し，世界で 2 例目となる全合成を達成した．
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